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h
h
H
N
O
ω

∞
 〉口
。
ロ
ヨ
ロ
。
ロ
ωョ

の
名
で
知
ら
れ
る

レノ

ャ

1
1. 
イ

ス
マ

ア
イ
ル

l
世
の
停
記
の
製
作
時
期
に
つ
い
て

初

田

亨

は

じ

め

に

一
円
ロ

g
-
gロ
H
N
c
g
お
よ
び
の
r
己
同
ヨ

ω
R司
R
に
よ
る
吋
円
の
研
究

ニ

吋
H

が
タ
フ
マ

l
ス
プ
の
即
位
直
後
に
書
か
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て

三
吋
同
が
十
六
世
紀
半
ば
に
書
か
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て

四
叶
，
H

中
に
見
ら
れ
る
詩
句
を
通
し
た
吋
H

の
制
作
時
期
の
考
察

お

わ

り

に
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はi

じ

め

本
稿
で
そ
の
製
作
時
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
ベ
ル
シ
ア
語
史
書
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
の
創
設
者
シ
ャ

I
・
イ
ス
マ
ア
イ
ル
(
八
九
二
-
|
九
三

O

(
1
)
 

/
-
四
八
七
l
一
五
二
四
、
在
位
九
O
七

九

三

O
/
一五

O
-

一
五
二
四
〉
の
年
代
記
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
現
存
二
寓
本
の
い
ず
れ
に
も
題
名

が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
め
に
、
そ
の
最
初
の
紹
介
者
に
ち
な
ん
で

J
g
g
〉
ロ
o
ミヨ
0
5
5
あ
る
い
は
そ
の
内
容
に
基
づ
い
て
」
ぶ
円
買
・
巾

山
山
岳
何
回吉田
己'巾

ω同町白己
ョ
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
吋
同
と
略
記
す
る
。



(
2〉

ω神
、
預
言
者
へ
の
讃
鮮
な
・

3
、

ωシ
l
ア
涯
第
七
代
イ
マ
l
ム
、
ム
l
サ
l
・
ア
ル
・

カ
l
ゼ
ム
か
ら
シ
ャ

I
・
イ
ス
マ
ア
イ
ル
に
至
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
家
の
系
固
な
司
・

ω
1
3、

ωシ
ャ
l
・
イ
ス
マ
ア
イ
ル
の
十
三
代
の
粗
フ
ィ

そ
の
内
容
構
成
は
大
略
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ー
ル
l
ズ
・
シ
ャ
ー
か
ら
シ
ャ
l
・
イ
ス
マ
ア
イ
ル
の
兄
ソ
ル
タ
l
ン
・
ア
リ
l
に
至
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

I
家
・
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
・
ス
l
フ
ィ

1

数
圏
の
長
た
ち
の
略
停
(
宅
問
l
l
日∞〉、

ωシ
ャ
l
・
イ
ス
マ
ア
イ
ル
の
ギ
l
ラ
l
ン
逃
避
(
八
九
九
/
一
四
九
四
〉
か
ら
逝
去
(
九
三
O
/
一
五
二

四
〉
ま
で
の
歴
史

(
E・
g
-
2
C、
制
シ
ャ

l
・
タ
フ
マ

l
ス
プ
の
即
位
、
同
王
の
長
生
と
園
家
の
繁
築
祈
願
(
宅
・
白
戸
|
N
〉。

円
ロ
巾
口
町
田
O
ロ
河
0
2
お
よ
び
の
「
己
mHHdω
同
町
当
日
に
よ
る
吋
同
の
研
究

こ
の
編
年
鐙
で
書
か
れ
た
詳
細
な
シ
ャ

1
・
イ
ス
マ
ア
イ
ル
の
俸
記
を
最
初
に
世
に
紹
介
し
た
の
は
、

は
叶
円
の
著
者
を
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
家
と
密
接
な
閥
係
を
持
ち
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
イ
ラ
ン
に
闘
す
る
直
接
情
報
を
有
す
る
人
物
と
し
、
そ
の
製

そ
の
後
縫
者
で
あ
る
シ
ャ
l
・
タ
フ
マ
l
ス
ブ
の
即
位
(
九
三
O
/
一
五
二
四
)
か
ら
程
な
い
時
期
、
も

(
3〉

肘
・
口
町
巳
印
O
ロ
列
。
訟
で
あ
る
。
彼

し
く
は
十
六
世
紀
中
頃
と
し
た
。
ま
た
、
全
盤
的
に
は
凶
ぷ
口
千
回
日
月
著
匂
怠
叫
F
b
N
'
h
合
号
に
依
援
し
つ
つ
も
、
同
書
に
見
ら
れ
な
い
地

理
・
停
記
的
情
報
を
数
多
く
含
ん
だ
貴
重
な
史
料
で
あ
る
、
と
述
べ
、
そ
の
史
料
債
値
の
高
さ
を
強
調
し
た
。

(

4

)

 

ロ
γ
ス
に
次
い
で
叶
同
に
つ
い
て
や
や
詳
し
い
解
説
を
施
し
た
の
は

czzsω
民
唱
曲
円
で
あ
る
。
彼
は
著
者
が
宮
古
口
:
:
:
と
い
う

名
前
の
人
物
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
製
作
時
期
が
ロ
ッ
ス
の
考
え
る
如
く
シ
ャ

l
・
タ
フ
マ

l
ス
プ
の
即
位
直
後
で
は
な
く
、
九
四
七
/
一

五
四

O
年
か
ら
九
五
五
/
一
五
四
八
年
の
聞
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
史
料
債
値
に
闘
し
て
は
ロ
ッ
ス
と
同
じ
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
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作
時
期
は
イ
ス
マ
ア
イ
ル
の
長
子
で
、

ロ
y
ス
お
よ
び
サ
ル
ワ
ル
の
如
上
の
見
解
は
他
の
研
究
者
た
ち
に
容
認
さ
れ
、

と
っ
て
最
も
重
要
な
史
料
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る
ご
と
く
ロ
ッ
ス
お
よ
び
サ
ル
ワ
ル
に
よ
る
叶
同
の
作

成
時
期
決
定
の
根
擦
は
は
な
は
だ
暖
昧
で
あ
る
。
生
袈
年
・
経
歴
・
人
と
な
り
等
一
切
不
明
な
作
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
叶
同
の
史
料
債
値
は

そ
の
作
成
時
期
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
、
以
下
、

吋
同
は
シ
ャ

l
・
イ
ス
マ
ア
イ
ル
時
代
の
イ
ラ
ン
史
研
究
に

5;!9 

吋
同
の
製
作
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
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J

己
が
タ
フ
マ

l
ス
ブ

の
卸
位
直
後
に
書
か
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て

ロ
ッ
ス
が

、コ
の
製
作
時
期
と
し
て
二
つ
の
可
能
性
す
な
わ
ち
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
第
二
代
の
王
シ
ャ

l

・
タ
フ
マ
!
ス
ブ
の
即
位
(
九
三

O

/
一
五
二
四
)
か
ら
程
な
い
時
期
と
十
六
世
紀
牢
ば
を
奉
げ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
第
一
の
時
期
は
叶
円
が
シ
ャ

l

・
タ
フ
マ

l
ス
プ
の
即

位
の
記
事
で
欄
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
く
シ
ャ

l
・
タ
フ
マ

l
ス
ブ
の
即
位
記
事
で
終
っ
て
い
る
シ
ャ

l

・
イ

(

5

)

 

ス
マ
ア
イ
ル
の
年
代
記
凶

E
3
-
守
b
白
河
内

-
u
r
b若
九
刊
に
の
書
か
れ
た
の
が
一

O
八
六
/

一
六
七
五
|
六
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
通

り
、
叶
円
の
末
尾
の
記
事
は
、

同
書
の
製
作
時
期
が
シ
ャ

l

・
タ
フ
マ

i
ス
ブ
の
即
位
以
後
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
不
す
確
貨
な
誼
擦
と
は
な
り
え

て
も
、
即
位
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
の
誼
擦
と
は
な
り
え
な
い
。

叶
円
、
か
十
六
世
紀
半
ば
に
書
か
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て

-110ー

で
は

叶
円
の
製
作
時
期
を
九
四
七
/

一
五
四

O
年
か
ら
九
五
五
/
一
五
四
八
年
の
聞
に
設
定
す
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
九
四
七
/

一

五
回

O
年
と
い
う
日
附
は
テ
キ
ス
ト
中
の
次
の
記
事
に
基
づ
い
て
い
る
。

ロ

ミ

明

間

口

市
白
克

明

白

σ《
。

RERFコ
。
門
巾
凹
〆
ヨ
巾
祖
国
}
内
巾

z
o一
石

ヨ

ヨ

釦

仏

国

0
5仰山、
E
M
M
邑
g
r
R
∞g
m仙

一
目

5
0円
削
』
刊
〆
門

g
g
E
〈

釦

似

円円

}
向
山
口

'm
〉
『
『
帥
口
出
N

〆

宮

σ'm
D
L
R
印
門出
向
丘
巾
牛
何
回
円

T
巾
口
同
円
。
巾
川
町
}
)
4

巾

の

田

口

ぬ

白

円

円

ヨ

印

ゲ

巳

ロ

5
0
r帥
円
巾

σ巾
鬼
門
巾
『
仰
心

o
p包
〈

印

刷

巾

}
6
2
σ
同
門

玄
o
-
g
g
g白
門
出
国

O
B
S
D
H
M
M
)劃
門
一
郎
副
}
戸
『
忠
正
・

(
宅
印
2
1
3

冨
同
門
N
帥

L
R
7
2包

5
・
巾
『
由
吋
帥
『
色
白
吋
与
ゐ
の
田
口
関
田
苫
同
心
開
。
牛
・

九
四
七
年
、
宮
ofmwgB包
図

。

ョ

身

E
王
が
ベ

ン
ガ
ル
か
ら
引
き
返
す
時
、
後
方
よ
り
ア
フ
ガ

ン
族
の

P
H
M
E
が
現
わ
れ
、

ガ
ン
ジ

ス
河
畔
で
両
者
の
聞
に
戦
闘
が
行
わ
れ
た
。
〈
戦
い
は
〉
宮
o
宮
5
5
白
色
白
O
B
副司
ロ
ロ
王
の
敗
北
の
裡
に
終
っ
た
。
宮
同
門
N
同

(
H
Z
o
f白
B
B包

N
白
ヨ
仙
ロ
ロ
向
同
門
也
、
テ
ィ
l
ム

l
ル
朝
の

Z
S倒
閣

0
5ロ
∞
曲
活
釦
円
削
の
孫
)
は
逃
走
に
際
し
て
、

ガ
ン
ジ
ス
河
で
溺
死
し
た
。

(
6〉

ロ
ッ
ス
は
「
話
の
本
筋
か
ら
逸
脱
し
た
」
こ
の
部
分
は
テ
キ
ス
ト
筆
寓
者
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
に
封



し
て
、

サ
ル
ワ
ル
は
切
江
氏
田

r
F
F
E
q
臓
本

(
O
H
ω
立
∞
〉
に
は
、

d
g門凶φ
ヨ
E
B
S
H
-ロ
(
最
も
卑
小
な
僕
リ
私
〉
w

と
い
う
表
現
を
含
み
、

明
ら
か
に
著
者
自
身
の
手
に
な
る
と
思
わ
れ
る
欄
外
書
き
込
み
が
施
さ
れ
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
中
に
著
者
自
身
の
も
の
で
な
い
文
章
が
混
入
し

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
何
ら
注
が
附
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
し
て
、
そ
れ
が
著
者
自
身
の
も
の
で

(

7

)

 

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
、
と
主
張
す
る
。
サ
ル
ワ
ル
の
こ
の
見
解
を
覆
す
に
足
る
事
貫
は
見
嘗
た
ら
ず
、

叶
円
、
が
九
四
七
年
以
後
に
書
か
れ
た

の
は
確
貫
だ
と
思
わ
れ
る
。

問
題
は

A
・H
・
九
五
五
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
凶

d
Z・
自
己
同
の
息
子
宮
島

B
E
が
題
名
不
詳
の
シ
ャ

l
・
イ
ス
マ
ア
イ
ル
と
シ
ャ

l
・

(

8

)

 

タ
フ
マ

l
ス
プ
の
歴
史
(
以
後

N
国

ω
と
略
記
)
の
執
筆
を
開
始
し
た
年
で
あ
る
。

ロ
γ

ス
は
、
H
，F

N
同

ω
雨
書
の
最
初
の
十
葉
ば
か
り
に
お

(

9

)

 

け
る
同
一
・
類
似
黙
を
幾
っ
か
奉
げ
た
上
で
、

NEω

の
著
者
が
吋
同
を
利
用
し
た
と
断
定
し
た
。
サ
ル
ワ
ル
も
ロ
ッ
ス
の
見
解
を
踏
襲
し
て

い
る
。

ロ
γ

ス
の
こ
の
見
解
は
、
彼
が
吋
同

一
は
シ
ャ

l
・
タ
フ
マ

l
ス
ブ
時
代
の
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
と
い
う
先
入
観
を
持

っ
て
い
た

た
め
に
出
て
き
た
も
の
に
違
い
な
い
。
南
書
の
相
似
は
決
し
て
叶
同
の
方
、
が

NEω

よ
り
前
に
書
か
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し

-111ー

次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

ー、

2
は
そ
れ
ぞ
れ

N
同

ω"
叶
同
を
示
す
。

同
・
〉
Nσ
由民仲間印

2
段
目
的
g
g川

町
内

O間
同
包
-
内
向
作

S
F手目巾
O
R
W
H
σ
巾
V
Z
U
]
宮
古
田
印
件
"
印
巾
℃
附
Fr'巾
oam-σ
訟
宮
内
出
削

E門

tm
〉
日
目
円

Z
3
2
5
J
m

トJ同
-
g
g
A削
B
R
E
Mふ
B
W印刷同
L
P
σ
m
A由
己
目
ぶ
B
5
5印
刷
百
-山
O仏国ロ仏・

ω包帥円
lm
同ロ

zzu主同
σ削
民
主
削
目
。
丘
町
巳
宮
ロ
串

σ巾
5
8』色目巾

ω包
削
ケ
巾
山
口

5
5
uロ巳

σ同
〆
u丸山
{

O

丘町帥

-
Eロ削
r
Z
5
8』
包
ゐ

も司
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H
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E
B町内

σ
o
E巾
w

N
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B
m向寸。円円凶陪口仏
4
白
}
内
山
印
口
同
N

門
同
・
巾
〉
白
河
宮
。
官
ヨ
吉
田
仏

}
内
曲
目
口
同
包
zm
〉
g
H円
宮

0
7
2戸
ヨ
包

σ・
〉
ヨ
同
門
J

へ口印。『

同町円四印仲卸牛戸口仏

w
m
g
m目白
N
g
o
E白a

J
E印0
同
国
主
岡
巾
以
O円
附
印
帥
口
問
巾
円
巾
伯
仲
包
山
口
門
-
r巾
B
帥
同
N
B
Oロ
g
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迭
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友
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知
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。
叫
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イ
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イ
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イ
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イ
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イ
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史
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。
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田
町

O
E

〉
円
以
間
三
凶

Nσ
印
刷
H
a
u
認

可

O
E
B
叫
ロ
-
-
-
-

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、

サ
ル
ワ
ル
は

ち

N
Z即
日
と
『
O
E
ヨ
宮
を
切
り
離
し
て

Z
N寸
銭
円
を
「
豹
使
い
」
と
解
し
た
魚
に
ち
Z
B
E
の
解
穫
に
困
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

英
語
詳

文
に
お
い
て
こ
の
単
語
の
存
在
を
無
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
u

己
N
げ
印
刷
同
，
ヨ
吋

O
E
S
同
ロ
と
讃
み
、

解
す
べ
き
で
あ
る

O
B
N
E
r
と
い
う
軍
隊
用
語
の
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
可
O
Z
B削
ロ
は
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
イ
ス
ラ

l
ム
に
改

「「
o-
削
B
E
(奴
隷
た
ち
)
の
百
人
隊
長
」
と

宗
し
た
グ
ル
ジ
ア
人
や
チ
ェ
ル
ケ
ス
人
で
組
織
さ
れ
た
王
直
属
の
「
奴
隷
軍

Eo--Rど
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

」
の
軍
園
の
創
設
は

シ
ャ
l
・
ア
γ
バ
l
ス
時
代
と
す
る
の
が
通
設
で
あ
り
、
筆
者
も

Ao--R
が
シ
ャ
l
・
ア
ッ
パ
ー
ス
以
前
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
を
停
え
る
史

料
の
存
在
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。



お

わ

り

上
に
述
べ
た
如
く
叶
同
の
書
か
れ
た
の
が
シ
ャ

I
・
ア
ッ
パ
ー
ス
時
代
以
後
で
あ
る
以
上
、
従
来
の
如
く
本
書
を
シ
ャ

l
・
イ
ス
マ
ア
イ
ル

時
代
の
イ
ラ
ン
史
研
究
の
一
等
史
料
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
は
、
先
ず
そ
れ
以
前
に
書
か
れ
た

史
書
の
記
事
と
比
較
し
て
、
そ
の
員
偽
を
慎
重
に
検
討
し
で
み
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
叶
同

(
B
B
|∞ω)
に
は
イ
ス
マ
ア
イ
ル
の
四
代
の

租
}
勺
削
」
巾

a

〉
-H
と
テ
ィ

I
ム

l
ル
の
=
一
度
に
わ
た
る
出
曾
い
に
つ
い
て
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。
叶
〉
〉

(
S・
5
l
H
3
に
も
同
じ
話
が
よ
り

簡
略
な
形
で
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
で

F
E
E
R
切
2
m
は
こ
の
話
を
散
文
も
し
く
は
韻
文
で
書
か
れ
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
朝
の
歴
史
文
献
で

見
た
こ
と
は
な
い
が
、
融
り
に
も
有
名
な
の
で
書
い
た
、
と
断
わ
っ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
漠
然
と
し
た
偲
設
で
は
あ
る
が
、
叶
同
の
製
作
時
期
が
山
岳

ω
o
E
B
E
時
代

2
0七
七

二

O
五
/
二
ハ
六
六
l

一

六
九
四
)
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
先
に
叶
同
の
著
者
が
切
ぷ
g
A
Z匁・

3
m山
町
:
:
:
a
m
，
の
物
語
の

:
ピ
l
ジ
ヤ
ン
)
と
い
う
者
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、

ω司
は

ω色
白
己
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
く
、
「
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
家
の
物
語
:
:
:
の

(

初

)

こ
れ
と
非
常
に
似
た
名
前
を
も
っ
た
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
吋
守
口
t

司
勾
S
Eさ
凶
制
誌
の
著
者
百
官
ロ

(

紅

)

ロ
削
ロ
巾
山
・
宮
山
口
町
に
よ
れ
ば
、

最
後
に、

-127ー

ビ
l
ジ
ャ
ン
」
と
再
構
し
う
る
。

S
H
M
H
E
巾

ω同
町
田
三
九
帥
ロ
(
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
家
の
歴
史
の
語
り
手
ピ
l
ジ
ャ
ン
)
で
あ
る
。

蔵
本
(
〉
生
・
叶
8
3
は
著
者
自
筆
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

一一

O
四
年
の
日
附
を
持
つ
。
も
し
こ
の
ビ

l
ジ
ャ
ン
が
同

一
人
物
で
あ
る
な

ら
ば
、
上
に
述
べ
た
偲
設
が
成
り
立
つ
が
、
そ
れ
に
は
雨
書
の
文
盟
、
吋
円
の

F
-
5
7
F
F
E
q
臓
本
の
著
者
自
身
に
よ
る
欄
外
書
き
込
み

と
吋
守
口
目問
見
。
た
ぬ
き
民
営
の
筆
跡
の
比
較
等
か
な
り
面
倒
な
作
業
を
必
要
と
す
る
。
同
コ
守

2
・同

勾
S
E
3
M円相誌

に
も
多
数
の
詩
が
見
ら

ム
本
室
百
の
切
江
己
的

r
F
F
E
H可

れ
る
が
、
叶
H

と
共
通
の
も
の
は

Z
0・
5
0
の
み
で
あ
り
、
詩
の
比
較
を
通
じ
て
南
書
の
閲
係
を
探
る
の
が
不
可
能
な
こ
と
の
み
指
摘
し
て
、

こ
の
問
題
は
将
来
の
研
究
課
題
と
し
て
保
留
し
て
お
く
。
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DETERMINING THE PERIOD IN WHICH SHlH ISMA‘IL

　

THE FIRST'S CHRONICLE, KNOWN BY THE TITLE

　　　　　

ＲＯＳＳＡＮＯＮＹＭＯＵＳWERE WRITTEN

Haneda Koichi

　　

The purpose of this paper is to determine the period in which Shah

Isma‘il's

　

chronicle, known by the title ＲｏｓｓＡ？ｌｏｎｙｍｏｕｓ(becausethe

title originally attached to the chronicles was missing), were produced｡

　　

Since the end of the　last　century, this　chronicle　was　thought to

have been written during the era of Shah Tahmasb.　As an historical

record, it has come to be regarded as having an ｅχtremely high value.

However, I think that the basis used by E. D. Ross and Ghulam Sarwar

to determine the period in which this book was produced is vague, and

therefore scope to reconsider the dating of this book ｅχists｡

　　

Up to now, this book has been dated by comparing its prose with

that found in other works, the dating of which have been　verified.

However, it is difficult to date this book based solely on the above method.

Therefore ａ method was adopted where all of the 232 verses which appear

in this book were examined to see, firstly if they appeared in other books

and secondly, whether the authors　of these verses could be identified.

The result was that this book was not, as had up tillnow been thought,

produced in the Tahmasb era, but in fact dates from after 1620.
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